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⚕ お わ り に





















⚑） 本稿は，第 1回 IVR Japan（法哲学・社会哲学国際学会連合日本支部）国際会議の一般セッ
ションにおいて報告した「Statistical Discrimination and Treatment as an Individual」
（2018.07.08. 同志社大学）の草稿を翻訳し，加筆及び修正を加えたものである。当日の報告に





















Probabilities, and Stereotypes）』（2003 年）において，〈我々は単に集団の一員と
してではなく，個人として扱われるべきである〉という個人の尊重原理を，あ
⚒） このような個人の尊重原理を謳っている憲法 13 条は，幸福追求権という個人の自己決定権
に関わる規定であるが，法の下の平等の文脈においても個人の尊重原理は言及されている。例
えば，配偶者である遺族の性別によって遺族補償年金の受給要件に差を設けている地方公務員




















年 11 月 25 日判時 2216 号 134-135 頁）。ただし，同地裁判決は大阪高裁において覆され（大阪
高判平成 27 年 6 月 19 日判時 2280 号 21 頁），最高裁における上告棄却によって，同高裁の合憲
判決が確定した（最判平成 29 年 3 月 21 日判時 2341 号 65 頁）。
⚓） この差別心理の定義は嶋津格によるものである（井上 1986: iii）。
⚔） ただし松尾は上述のような問題提起を行いつつも，同論文においては「女性専用車両は男性
差別か？」という問いに対する自身の回答を示していない（松尾 2016: 113）。








る（Schauer 2003: 72, 130, 154, 197-198）。そしてこのような，個人の尊重を一般
化の否定と等置した上で，個人の尊重原理の差別の不正性の説明理論としての
適格性を疑問視する立場は，他の多くの法哲学・道徳哲学の理論家にも継承さ
























































































⚖） Y及び Z は個人でも集団でもあり得る。法内容による差別の場合，Xは法制定者ないしは
国家ということになろう。また，Xが自分を優遇して相手を冷遇する場合，Zは Xとなる。P
には「黒人（／白人）であること」「女性（／男性）であること」などの属性が入る。




















当な目的を達成しようとするのである（Schauer 2018: 43)9)。P という属性を
持つ個人はそうでない個人と比べて，統計的に高い確率ないしは多い頻度で，






























































































当の目的と密接に関連する Pʼ という属性を持っていると想定され10)，属性 P
はいわば属性 Pʼ の（不完全な）代理変数として用いられるのである。
旅客機の操縦士の定年制はこのような統計的差別の例と言うことができる。
この制度は例えば 55 歳（ないしは 60 歳）に達した操縦士Yとその年齢にまだ
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っていることとの間に相関関係が（ほとんど）ないことを言う（Schauer 2018:











の間に一定程度の相関関係があること，すなわち，属性 P が属性 Pʼ の（不完
全ながらも）代理変数として一定程度有効に機能し得ることが必要である。
属性 P を持つ個人の集合と属性 Pʼ を持つ個人の集合が一致する場合に，P
の有無に基づいた統計的差別が疑似的でないと言えることは明らかであるが
（もっともこの場合，そもそも P を「代理」変数と呼び得るか，「統計的」差別と言
い得るかは別途問題になる），属性 Pを持つ個人の全員が属性 Pʼ を持つわけでは
なくても，属性 Pを持つ諸個人の内でほとんど全員ないしは多数が属性 Pʼ を
も持つと言える場合には，疑似的でない統計的差別と言うことができる



















また，属性 Pを持つ個人の内で，属性 Pʼ をも持つ者が少数であっても，疑


























































いる，という契機は，前述の属性 Pを持つ諸個人の内でほとんど全員ないしは多数が属性 Pʼ を
も持つと言える場合においても本質をなしている。もし属性 Pを持つ個人のほとんどないしは
多数が属性 Pʼ を持っているとして，属性 Pを持たない個人のほとんどないしは多数もそれと同
じ頻度で属性 Pʼ を持っているとしたら，属性 Pは属性 Pʼ の代理変数としての意味をなし得な
いからである（Schauer 2003: 11-12）。














づいた取扱い〉などというものは不可能である（Schauer 2018: 50-51, Schauer
2003: 65-67, 68-69）。
シャウアーはこのことを，2-1でも挙げた旅客機の操縦士の定年制を例にし











雇用における年齢差別禁止法（Age Discrimination in Employment Act）（1967 年）が成立して
いる。ただし，消防官や警察官などは例外とされており，これらの職種における定年制の合憲
性については，緩やかな合理性審査で判断される（Massachusetts Bd. of Retirement v. Murgia,





















































































































































































































はRawls 2005［1993］: 50 に負っている。





















































































16）「［警察官］は前科のない非白人を解放する（off the hook）」（Lippert-Rasmussen 2011: 55）。













































































































































（Agency Condition））」（Eidelson 2015: 144）。
以上の二条件の内で人格条件によれば，我々は他の主体を取り扱うに際し，
その個人が「自分がどんな人間であるか」を自己定義・自己表現するべく，ど
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う意味で，社会的に顕著な（socially salient）属性となる（Lippert-Rasmussen




















































scrutiny）が適用されると考えられており（Korematsu v. United States, 323 U. S. 214（1944）），
性別についても中間審査ではなく厳格審査を適用するべきという見解が有力に主張されている
































24） これらのアイディアは，御坐 1999: 104 に負っている。
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ると思われるが（Schauer 2003: 177-178, 192-194； Lippert-Rasmussen 2006:
191），ここでは特定の人種や民族的出自という属性 Pと，特定の犯罪を行う傾
向性があるという属性 Pʼ との間に現に一定程度の相関関係がある，すなわち，







































































































































































※ 本稿は，2017 年度野村財団社会科学助成金及び JSPS 科研費 JP17K13597 の助
成による研究成果の一部である。
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